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要 旨
　本論文は、多摩川流域とその周辺地域における縄文時代前期諸磯式土器の変遷とその地域性について論じたも
のである。住居址覆土からの一括出土資料を型式学的に検討し変遷段階を把握するという方法により、諸磯ａ式
から諸磯ｂ式に合わせて７段階の変遷段階を設定した。そして、描かれる文様や器形をもとに蕨手・渦巻文“類
型”と鋸歯状文“類型”の二つを設定し、設定した変遷段階ごとにこれら“類型”の動態を検討した。
　まず、諸磯式土器を、文様帯を区画する区画文に着目し分類を行った。そして、型式学的検討から諸磯ａ式土
器を１段階、諸磯ｂ式土器を６段階に細分した。諸磯ａ式は従来、２段階もしくは３段階に細分されるが、この
地域では細分は難しくここでは１段階とした。諸磯ｂ式は６段階に細分した。
　そして、次に蕨手・渦巻文“類型”と鋸歯状文“類型”を設定した。蕨手・渦巻文“類型”は広域に分布する“類型”
であり、鋸歯状文“類型”は広域に分布するものと局地的に分布するものとの中間的な様相をもつ“類型”であると
した。また、局地的に分布するものとしては櫛歯刺突文の土器があることを述べた。この分布範囲の異なる土器
によって多摩川流域とその周辺地域での土器組成が構成されることを指摘した。そして、土器の分布範囲の差が
地域間の交流や生活領域を反映したものであることを指摘した。
キーワード：縄文時代前期、諸磯式土器、多摩川流域、類型
はじめに
　現在の諸磯式土器の研究は資料数の豊富な北関東を中
心に進められている。その中で、鈴木徳雄により「中部
高地交渉連鎖網」が提唱されている（鈴木1996）。そ
のような関係を持つ地域に対して、南西関東はどのよう
にかかわりをもっていたのか検討する必要がある。
　多摩川流域では古くから発掘調査が行われており、諸
磯式期の遺跡も数多く調査が行われている。その中で、
大坪宜雄や羽生淳子、岩橋陽一などによってこの地域に
おける諸磯式の地域性が指摘されてきた（大坪1984, 羽
生1987,  岩橋ほか1992）。このような地域性に対し、
中西充はT.N.No.406遺跡報文において地域を踏まえた
土器論が必要であるとした（中西1986）。しかしなが
ら、そのような地域を踏まえた土器論がこの地域におい
て展開されているとは言い難い現状がある。
　そこで、本稿では、諸磯ａ式、諸磯ｂ式における多摩
川流域での変遷と地域性を踏まえ、「中部高地交渉連鎖
網」に組み込まれている北関東との関係性について検討
していく。
　
１．研究史
１－１．諸磯式の成立
　諸磯式土器は1921年に榊原政職によって提唱され
た型式である（榊原1921）。この時、榊原は「厚手
式」・「薄手式」より古い段階に位置づけている。そ
の後、山内清男により縄文時代前期の繊維土器に後続
する段階に位置づけられる（山内1928）。そして、
諸磯式土器はａ→ｂ→ｃの三段階に細分された（山内
1939）。その際、山内は諸磯ａ式について「比較的薄
手で、縄紋が多く、文様少く、竹管条痕繊細であり、隆
線が伴うことが少い」とした。一方、諸磯ｂ式について
は「比較的厚手で、縄紋比較的少く、文様多く特に隆線
紋を伴うことがある。器形は口頸部の内湾した、中期土
器に近似した例が少くない」としている。
１－２．諸磯式の細分
　諸磯ａ式は現在、２～３段階に細分されている。諸磯
ａ式の範囲であるが、1951年、江坂輝弥は諸磯式を水
子→矢上→四枚畑→草花の４段階に細分した（江坂195
１a; b）。水子式は黒浜式と諸磯ａ式の間に置かれた。
江坂は横浜市港北区表谷貝塚の貝層下住居址などいくつ
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かの遺跡で繊維を含む土器と含まない土器が伴出し、そ
の繊維を含む土器は半截竹管文など新しい要素が認めら
れるとして、両者を一括して「水子式」とした。現在で
は、この水子式は諸磯ａ式の古い段階に含めるという位
置づけとなっている（早坂1993, 鈴木1994）。
　一方、諸磯ｂ式は様々な研究者により細分研究が行わ
れてきた。諸磯式の細分研究の中でも諸磯ｂ式に関する
研究が早くから始められた。栗原文蔵は埼玉県中川貝塚
の発掘から諸磯ｂ式を２細分した（栗原1961）。西村
正衛は茨城県浮島貝塚の発掘成果から細分した浮島式と
の共伴関係から同様に諸磯ｂ式を2細分した。詳細につ
いては和田哲がまとめている（和田1996）。中島宏は
埼玉県金堀沢遺跡・東光寺裏遺跡の発掘調査を行い、栗
原と同様に諸磯ｂ式を古い部分と新しい部分に細分した
（中島1977; 1980）。
　1979年、鈴木徳雄は『白石城』の中で稲田孝司が示
した文様形態の分類に基づき、諸磯式の変遷を論じ、諸
磯ａ式を２段階、諸磯ｂ式を３段階に細分した。このと
き、「タテ区画の崩壊」原理を論じ、それによって諸磯
ａ式を細分している。この「タテ区画の崩壊」原理はそ
れ以降の諸磯ａ式の細分のひとつの基準となった。諸磯
ｂ式については、爪形文、平行沈線文、浮線文の３つの
施文手法がみられるが、描かれる文様はこれらの施文手
法にかかわらず描かれるとし、諸磯ｂ式の平行沈線文土
器の文様変遷から諸磯ｂ式を古段階、中段階、新段階の
3段階の変遷を示した（鈴木1979）。
　1980年、今村啓爾は神津島上の山遺跡と三宅島西原
遺跡の分析を通じて諸磯ｂ式、ｃ式の変遷と細分を論じ
（今村1980）、翌年には諸磯式土器の施文順序と工程
に着目し、諸磯ｂ式から十三菩提式までの編年案を示し
た（今村1981）。さらに今村は1982年に諸磯ａ式から
諸磯ｃ式までの変遷を示した（今村1982）。今村は鈴
木徳雄の細別段階の名称にそろえたとしている。また、
鷺沼遺跡３号住出土土器を提示し、浮線紋の出現はｂ式
古段階としたが、その発生源については言及しなかっ
た。
　1980年、埼玉県足利遺跡に調査成果をもとに、鈴木
敏昭はｂ式をｂ１、ｂ２（古）、ｂ２（新）、ｂ３の４
細分を示した（鈴木1980）。ｂ２（古）の段階より浮
線紋が出現するとしている。また、ｂ１に見られる浮線
紋は「原浮線文」としている（鈴木1991）。白石浩之
は1983年、細田遺跡の調査成果をもとに諸磯ｂ式を３
細分した （白石1983）。そしてｂ式成立時に浮線文が
出現するとした。
　ほかに羽生淳子や谷口康浩による編年研究がある。羽
生は諸磯ｂ式を３細分している。そして、浮線文土器は
中段階以降に位置付けている（羽生1983; 1987）。谷口
は諸磯式をａ式３細分、ｂ式４細分、ｃ式２細分の計９
細分を示した。諸磯ｂ式に関しては４段階の変遷を示
し、そして中段階において浮線文土器が出現するとした
（谷口1989）。
　松田光太郎は群馬県愛宕山遺跡の報告書の中で、文様
のセリエーションから諸磯ｂ式を８段階に細分したが、
その後に５段階へと修正している（松田1994; 2008）。
　1999年に行われたシンポジウム『第12回縄文セミナ
ー　前期後半の再検討』において各地域の前期後半の土
器型式が再検討された。諸磯式については群馬県を関根
慎二、埼玉県を細田勝、長野県については金井正三によ
る発表があった。また、資料を用意してのコメントでは
あるが、神奈川県を松田光太郎、山梨県を今福利恵がま
とめた。このように各地域の諸磯式の細分案が発表さ
れ、ｂ式においては大凡５段階の区分にまとまった。
　各細分案の対応関係については第１表にまとめた。
より詳細な各細分案の内容や差異については関根慎二
と早坂広人によりまとめられている（関根2011, 早坂
2016）。そして、詳細部分に違いが見られることはあ
るが、おおよその変遷の流れは一致していることが羽生
淳子により指摘されている（羽生1987）。いずれの細
分案も鈴木徳雄によって示された、諸磯ａ式土器に見ら
れるタテ区画の崩壊、文様帯区画への木葉文の癒着によ
る諸磯ｂ式土器の成立から渦巻文の生成（鈴木1979）
という変遷観から外れるものではない。しかしながら、
浮線紋の発生時期や消失時期に関してなどといった、詳
細部分の差異は地域差、もしくは方法論の違いに起因す
るものである。
１－３．諸磯式の地域性について
　山内清男は、『先史土器図譜』（山内1939）におい
て諸磯ｂ式土器の典型例として横浜市折本貝塚出土の土
器を２点提示している。一方は浮線紋によって渦巻文が
描かれており、他方には平行沈線紋によって鋸歯状文が
描かれていた。当時は地域差と認識されていなかった
が、埼玉県や群馬県において資料が増加していくに伴い
地域差として認識されるようになっていく。
　安孫子昭二は小山田遺跡の報文中で、ヘラ状工具によ
る刺突文がこの地域の諸磯ｂ式では見られることを指
摘した（安孫子1983）。また、大坪宜雄は浮線紋に対
して平行沈線紋の圧倒的な卓越を川島谷遺跡の報文で
指摘した（大坪1984） 。羽生淳子は諸磯ｂ式を３段階
に細別し、セリエーションの結果から２段階で盛行す
る浮線文が南関東では北関東に比べて少なく、代わりに
平行沈線文が多いことを指摘している（前述1987）。
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このように、この地域において特異な地域性あることが
指摘されている。このような地域性に対し、中西充は
T.N.No.406遺跡報文において地域を踏まえた土器論が必
要であるとした（中西1986）。
　可児通宏は撚糸紋を地紋に持つ土器や貝殻背圧痕紋を
持つ土器などを多摩丘陵独自の諸磯ｂ式土器とし、これ
らの土器群を「局地分布型」とした。一方で、諸磯ｂ式
土器分布圏全般でみられるものを「広域分布型」とし
て、これらの分布の広がりから縄文人の生活領域の復元
を試みた（可児1991）。可児は「広域分布型」につい
て、装飾的な土器が多く、広域に分布するもので、各集
団が競って製作したために広域に分布するか、交易など
の対象となったために広域に分布するという２つのケー
スを想定している。対して、「局地分布型」とは簡単な
地紋のみで飾られ、作りも粗雑で、一般的には粗製土器
と呼ばれるものが多いとしている。そして可児は「局地
分布型」の土器は粗製の土器であるため交易の対象とな
りにくく、土器製作者と土器使用者とが同じであり、そ
の分布域の狭さから土器製作者は極めて限られた存在で
あったとしている。そして、「局地分布型」の土器の分
布は土器製作者であり土器使用者でもあった人々の生活
領域を示すものと想定されるものであるとしている。
　岩橋陽一らは多摩ニュータウン地域から出土する諸磯
ｂ式土器をＡ～Ｋの11の類型に分類し、４段階に細分
した（岩橋ほか1992）。その方法としては、型式学的
方法に遺物包含層の状況を加味し、段階を設定するとい
うものであった。また、諸磯ｂ式土器を木葉文にその系
譜を求めることのできる「木の葉文系土器」とし、系譜
を求めることのできないものを「非木の葉文系土器」と
した。「非木の葉文系土器」は内陸部では諸磯ｂ式土器
の組成に組み込まれない土器群であり、１～２段階まで
は内陸部の遺跡から出土する諸磯ｂ式土器の組成と大き
な差はないが、３段階以降地域差が顕在化していくとし
た。この「非木の葉文系土器」は東京でも多摩川流域、
特に多摩丘陵を中心に分布するとしている。そして、こ
の地域においては浮線紋の盛行する時期はなかったとし
た。松田光太郎は多摩川をはさんだ対岸にあたる神奈川
県においても多摩ニュータウン遺跡群の諸磯式土器と同
じような傾向があると指摘している（松田1997）。
２．問題点と目的
　現在、縄文時代前期後葉における土器研究は資料数の
豊富な北関東を中心に進められている。第29回縄文セ
ミナーでは前期後半の型式間交渉をテーマに行われた
が、東京や神奈川といった南西関東についての報告はな
かった（縄文セミナーの会2016）。
　しかしながら、南西関東において地域間交渉が見られ
なかったわけではないことは異系統土器の出土からも明
らかである。鈴木徳雄により「中部高地交渉連鎖網」が
提唱されている（鈴木1996）。北陸地域についても合
わせて検討されている。そのような関係を持つ地域に対
して、太平洋沿岸地域ではどのような関係が築かれてい
るか検討する必要がある。
　地域間交渉について検討するためには、その型式のも
つ要素を把握しなければならない。そのために太平洋沿
岸地域においても遺跡数の多い多摩川流域を対象地域と
して、この諸磯式土器の様相を把握する必要がある。
　多摩ニュータウン遺跡群における編年（岩橋ほか
1992）は遺構覆土の一括資料に基づくものではなく包
含層出土のものが中心となるものである。そのため、
11に分類された各類型の共伴関係には再考の余地があ
ると考えられる。　　
　また、諸磯ａ式土器については今後の検討課題とされ
第１表　各細分案の対応関係
山内 (1939) 黒浜 諸磯ａ式 諸磯ｂ式
江坂 (1951) 黒浜 水子式 矢上式 四枚畑式
栗原 (1961) 古 新
西村 古段階 新段階
鈴木徳 (1979、1994) 黒浜 古段階 中段階 新段階 古段階 中段階 新段階
鈴木敏 (1980) ｂ 1 ｂ 2 古 ｂ 2 新 ｂ３
今村 (1982) 黒浜 諸磯ａ式 古段階 中段階 新段階 ｂ末
谷口 (1989) 黒浜 水子式 古段階 新段階 古段階 中段階 中段階 新段階
岩橋 (1992) 黒浜 １段階　　　 ２段階 ３段階 ４段階
早坂 (1993) 黒浜 古段階 中段階 新段階  
今福 (1999) 黒浜 古段階 中段階 新段階 ｂ１ ｂ２古 ｂ２中 ｂ２新 ｂ３ ｂ３新
細田 (2002) 組み合わせ鋸歯文段階 単位文段階 浮線文段階
松田 (2008) 黒浜 古段階 新段階古相
新段階
新相 古段階 中１段階
中２段階
前葉
中２段階
後葉 新段階
関根 (2011) 黒浜 古段階 新段階 古段階 中１段階 中２段階前葉
中２段階
後葉
新段
階 ｂ～ｃ
近江 (2012) ｂ 1 ｂ２古 ｂ２新 ｂ３
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第１図　文様の分類
←　1 次区画
2 次区画↓
↑充填文様
文様の部位名称
第 1Ａ類 第 1Ｂ類 第 1Ｃ類 第 1Ｄ類
第 2Ａ類 第 2Ｂ類 第 2Ｃ類 第 2Ｄ類
第 1 群
1 類　短直線 2 類　弧線 3 類　短冊文 4 類　蕨手文
5 類　蕨手状渦巻文 6 類　重渦巻文 7 類　風車状渦巻文
区画内に施文される文様
ていた。そのため、諸磯ａ式と諸磯ｂ式との境界がはっ
きりとしないものとなっている。この時期の土器群は鈴
木敏昭の指摘するように住居址覆土内の一括資料が一つ
の段階のセット関係を示すことが少なく、出土状況、伴
出状況を加味しつつ、型式学的方法 によって段階設定
を行っていく必要がある（鈴木1980）。
　また、この地域の特殊性が指摘されているが、そ
のうちの一つとして浮線紋に対する平行沈線紋の
卓越が指摘されている。その中でも「非木葉文系
土器」が盛行するとされている。「非木葉文系土
器」は複数の系統を含んで設定されているものであ
る。それらを抜き出し、“類型”（１）として抽出し、
それぞれの“類型”間の交渉を検討する。それによっ
て、この地域の諸磯式と他地域の諸磯式（「木葉文系土
器」）との関係性を検討する。
３．土器の分類
　諸磯式土器の文様は「区画文」（稲田1972）とその
区画内に充填するように描かれる文様で構成される。遺
跡から出土した諸磯式土を「区画文」に着目し、以下の
ように分類した（第１図）。
　稲田は文様の施文手法の変化に着目し、前期において
土器の文様が「施文具形態文様」から「方位形態文様」
へと変化したと説いた（稲田1976）。また、稲田はこ
の時、「区画文」「単位文」などの定義を示し、土器の
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文様を整理している。
第１群　口頸部に横帯区画（１次区画）をもつもの
第２類　文様帯内に２次区画をもつもの
　Ａ　縦位の直線
　Ｂ　横位の弧線
　Ｃ　横位の鋸歯状
　Ｄ　縦位の対弧状
第２類　文様帯内に２次区画をもたないもの
　Ａ　木葉状
　Ｂ　三角状
　Ｃ　波状
　Ｄ　横線
第３類　体部に文様帯をもつもの
第２群　口頸部に横帯区画をもたないもの
　第１群第１Ａ類は口頸部文様帯を区画する上端・下端
区画を縦位の直線が連結している。
　第１群第１Ｂ類と第１Ｃ類は口頸部文様帯を区画する
上端・下端区画に弧線文や鋸歯状文が癒着する形とな
る。第１群第１Ａ類は縦位の２次区画を連結するように
肋骨文や米字文が描かれる。第１群第１Ｂ類と第１Ｃ類
は２次区画の弧線文や鋸歯状文内もしくはその間を充填
するように文様が描かれる。
　第２Ａ類は文様帯区画に癒着しない木葉状のモチーフ
（木の葉文）が描かれる。第２Ｂ類も同様に文様帯区画
に癒着しない三角形のモチーフ（三角文）が描かれる。
これらのモチーフは相互に結合され、入組み状の文様を
形成するものもある。第２Ｃ類は文様帯区画内に横位の
波状文が描かれる。波状文は文様帯区画に癒着すること
はない。第２Ｄ類は文様帯区画文と区別することが困難
であるが、口頸部に重畳して施文される。第２Ｃ類と第
２Ｄ類は波状文と横線文が交互に描かれるものがある。
　第２群は文様帯区画をもたないものである。従って、
全面に縄紋もしくは撚糸紋、貝殻背圧痕紋が施文され
る。もしくは無文のものがある。
　次に、区画内に充填施文される文様は以下のものが見
られる。
１類　短直線
２類　弧線
３類　短冊文
４類　蕨手文
５類　蕨手状渦巻文
６類　重渦巻文
７類　風車状渦巻文
　また、施文手法は大きく分けて爪形紋、平行沈線紋、
浮線紋、櫛歯紋、縄紋、撚糸紋、貝殻背圧痕紋の７種が
ある。そして、そのうちの縄紋、撚糸紋、貝殻背圧痕紋
は地紋となるものである。
　文様の表記に関してであるが、ここでは鈴木徳雄によ
る表記（鈴木1994）にならう。「方位形態文様」（稲
田1971）を文様と呼称する。また、爪形紋、浮線紋な
ど装飾の単位となる「施文具形態」（稲田前掲）等を
“紋”とし、蕨手文、渦巻文など方位形態を有するものは
“文”と表記した。
４．土器の変遷
　鈴木徳雄による分析（鈴木1979）を基本的な視点と
して木葉文の変遷をたどり、一括資料を配列する。そし
て、住居址での他の土器群との共伴関係を確認すること
によって他の土器群との併行関係を確認し、段階を設定
した（第１表）。
４－１．第１段階（第２図） 
　この段階は第１群第１Ａ類および第２Ｃ・Ｄ類によっ
て構成され、諸磯ａ式に比定される段階である。文様は
横位の１次区画と１次区画内の縦位の２次区画を起点と
した文様が描かれる。モチーフには肋骨文、米字文、波
状文、横線文がある。器形は口縁部の外反する単純な器
形となる。全面に縄紋を施文した繊維土器を伴う。新相
になると文様帯内の２次区画であったタテ区画が崩れる
ようになる（鈴木1979）。諸磯ｂ式成立前段階の諸磯
ａ式新段階は肋骨文、米字文が縦区画の崩壊（鈴木徳雄
1979）により木葉状入組文、短冊状入組文、三角文へ
と変化することにより成立する。しかし、縦区画は一部
で残存し、葉脈状などに変化した崩れた肋骨文は少数な
がらみられる（松田1993）。ほかに（鋸歯状文）、横
線・波状文がある（松田1991）。いずれの文様も爪形
紋、平行沈線紋により描かれる。文様帯区画には平行沈
線紋や爪形紋、隆線紋が使用される。
　多摩川流域において、この段階に位置づけられる住居
としては、世田谷区稲荷丸北遺跡１号住とT.N.No457遺
跡5号住がある。
　稲荷丸北遺跡１号住（第２図上段）では、無繊維土器
が主体（１・３・４・６）であるが、若干の繊維土器
（２・５）を含む。繊維土器は基本的に無文となるが、
ごく少数文様の描かれるものがある。繊維土器の有文土
器には横帯区画と縦位区画の交点を起点に斜位の直線が
描かれる肋骨文（５）がある。無繊維土器のうち、有文
のものは肋骨文が描かれるもの（３）、米字文が描かれ
るもの（４） 、波状文が描かれるもの（６）がある。
３は頸部が屈曲し、外反する４単位波状口縁をもつ器形
である。口縁直下に上端区画、頸部に下端区画を設け、
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第２図　第１段階の土器
1 2 3
4 5 6
7 8
T.N.No457 遺跡５号住出土土器
代継・富士見台遺跡 2号住出土土器
稲荷丸北遺跡 1号住出土土器
代継・富士見台遺跡 1号住出土土器
1～ 4、7，8，19 ～ 21：Ｓ＝1/8
5,6,9 ～ 18：Ｓ＝1/4
9 
10                    11                           12                               13
14                               15                      16                            17                            18
19 
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４単位の波状口縁に対応する縦区画が設けられる第１群
第１Ａ類である。縦区画には、縦方向の区画線上に円形
刺突、そしてそれを起点に縦区画を連結する弧線が平行
沈線によって描かれる。４は３に類似する器形ではある
が３よりも小さい波状口縁で、若干外側に開き気味の器
形となっている。こちらも口縁直下に上端区画が設けら
れる。下端区画は胴下部に設けられ、頸部にも横帯区画
が描かれる。波状口縁に対応する縦区画を設け、斜線を
平行沈線によって描き、米字文を構成する第１群第１Ａ
類の土器である。６は口縁直下に上端区画を設ける。文
様帯区画下には爪形紋の横線文と平行沈線の波状文が交
互に描かれている。口縁部のみの破片であり、器形の復
元はできない。　　　
　T.N.No457遺跡５号住（第２図中段）も同様の段階に
位置づけられる。繊維土器（７）と無繊維土器（８）、
無繊維土器の釈迦堂Z3式（９～18）が共伴して出土し
ている。繊維土器は縄文施文のみの土器（７）で文様の
描かれるものはない。無繊維土器には文様の描かれる土
器があり、肋骨文の描かれる土器が出土している（８）
が、この個体は文様帯の上端・下端区画ともにもたな
い。肋骨文を構成する縦位の２次区画とそれを連結する
弧線のみが平行沈線によって描かれている。そのほかの
文様の描かれる土器は小片のみで、文様帯の下端区画が
読み取れる程度である。
　９～18は釈迦堂ZⅢ式に比定されるものである。八王
子市館町遺跡やT.N.No426遺跡、T.N.No480遺跡からも
出土しているが、諸磯ａ式を伴うのはT.N.No457遺跡５
号住のみである。釈迦堂ZⅢ式の編年については綿田弘
実による編年がある（綿田2017）。その編年では釈迦
堂ZⅢ式は黒浜式古段階前半から諸磯ａ式の古い段階ま
での時間幅があり、T.N.No457遺跡５号住出土の釈迦堂
ZⅢ式は綿田編年の３期にあたるものである。
　この段階の新しい様相をもつ住居址としては、代継・
富士見台遺跡１号住・２号住（第２図下段）がある。い
ずれの住居址も稲荷丸北遺跡１号住、T.N.No457遺跡５
号住と異なり、繊維土器を伴出しない。住居から出土し
た資料が少なく、土器組成の全体が把握できたとは言え
ないが、第２Ｄ類が出土している。19は代継・富士見
台遺跡１号住から出土した土器で、緩やかに外反する器
形となっている。全面にRLの縄が施文される。20は口
縁部のみの破片資料で器形を復元することはできない。
口縁部に横帯区画を設けている第２Ｄ類に分類される土
器である。21も同様に口縁部に横線文が描かれる土器
である。器形は19よりも強く外販する器形である。
　他にこの段階にあたる住居址の検出された遺跡として
は八王子市滝山高燥遺跡（新藤ほか2012）がある。
４－２．第２段階（第３図）
　諸磯ｂ式は諸磯ａ式新段階において文様帯区画内に描
かれていた文様描線が文様帯区画文に癒着することによ
って区画文に組み込まれていくことで成立する。しか
し、諸磯ａ式段階においてみられた木の葉文が崩れ、描
線の一部が横位の区画文に癒着する弧線文、鋸歯状文の
他に、横帯区画に癒着しない木葉状入組文が残存する。
したがって、この段階は第１群第１Ａ・Ｂ・Ｃ類、第２
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ類によって構成される。
　幅広半截竹管が施文具として使用されるようになる
が、第1段階で使用されていた幅狭半截竹管も残存す
る。第１群第１Ｃ類には多段化するものがみられる。
　成瀬西遺跡１号住、T.N.No.457遺跡３号住がこの段階
に位置づけられる。成瀬西遺跡1号住（第３図上段）の
１-ａと１-ｂは同一個体である。口縁部の外反する鉢形
の器形をとり、文様帯は２段構成となっている。１次区
画の横帯区画内に２次区画は無く、文様帯区画に接触し
ない波状文が描かれている。第１群第２Ｃ類となる。
　T.N.No.457遺跡３号住（第３図下段）はこの段階がま
とまって出土している。２は第１群第１Ｂ類で爪形紋に
よる横帯区画内に平行沈線による弧線が２次区画として
描かれる。そして、２次区画間に「止め」（鈴木敏昭
1980）をもたない短冊文が平行沈線と爪形紋によって
描かれる。
　３・４・７・８は第１群第１Ｃ類に分類される土器で
ある。このうち、３は文様帯が多段化し２段構成となっ
ている。４・７は多段構成ではなく、同一文様帯内であ
るので重層化している。８は波状口縁の土器で、鋸歯状
の２次区画間に鋸歯状のモチーフが重層に施文され菱形
文が構成されている。菱形文内には円形刺突が施文され
る。３・８は爪形紋、４・７は平行沈線によって文様が
描かれる。５は縦区画の残存する個体で、平行沈線によ
って横帯区画と２次区画の縦区画を設け、横線文と波状
文が平行沈線によって交互に描かれる。
　６は横線文が描かれる第１群第２Ｄ類の土器である。
他の個体とは異なり、２と６は同様に文様帯区画内にま
で縄紋が施文される。９と10は第１群第１Ｂ類に分類
される土器である。９は2次区画の弧線間に円形刺突や
蕨手文成立直前段階と考えられる崩れた木葉文状のモチ
ーフが充填施文されている。12は胴部のみ残存する個
体である。胴下部に稜をもち、稜の上に梯子状の浮線を
もつ。また、地紋は羽状縄紋であり、関西系の土器と類
似する部分がある。しかしながら、器壁は厚く在地の土
器と同様に製作されたものと考えられる。13・14・15
は浅鉢である。いずれも縄紋施文のみで、胴部に稜をも
つ。13は口縁部が内屈するが、14はまっすぐに外反す
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る。15は底部のみの残存であり、胴部より上がどのよ
うな器形となっていたかは不明である。底部に２本１組
の脚が３つ取り付けられているのが特徴である。前期に
おいてこのような器形の土器は確認されていないようで
ある。
　成瀬西遺跡１号住やT.N.No.457遺跡３号住では明確に
区画文に描線が癒着せず、地縄紋の節はこまかい諸磯ａ
式の様相を残した土器が出土している。短冊文や弧線文
のように、諸磯ａ式から発生した肋骨文・木の葉文に系
譜を求められる文様をもつ土器群と鋸歯状文や菱形文、
タテ区画波状文といった、肋骨文・木の葉文を系譜に持
たない土器群が存在する。そのうち、鋸歯状文や菱形
文、波状文には文様帯が多段化するものがみられる。器
形はすべて口縁の外反する器形で、波状口縁もあるが平
縁がほとんどで前段階の諸磯ａ式とは異なる。施文手法
は幅広の爪形紋となっている。この二つではT.N.No.457
遺跡３号住が新相にあたるといえる。また、T.N.No.457
遺跡３号住では浅鉢も出土している。浅鉢は胴部に屈曲
をもつ器形で、口縁部が内屈するものもある。そして、
無文もしくは縄文施文のみとなる。
　この他にこの段階の住居址としては稲城市竪台遺跡Ｊ
－１号住がある（呉地ほか1996）。
４－３．第３段階（第４図）
　次の第３段階は第１群第１Ｃ類では文様帯が多段化し
文様帯を２帯もつものが増加する。ただし、２段目の文
様帯の下端区画が施文されないことがある。前段階で文
様帯の上端と下端の横帯区画文に文様帯内の文様モチー
第３図　第２段階の土器
成瀬西遺跡 1号住出土土器
T.N.No.457 遺跡 3号住出土土器
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第４図　第３段階の土器
フが癒着した（鈴木1979）が、この第３段階の第１群
第１Ｂ類の場合、１類、２類、４類の文様が描かれる。
第１段階、第２段階でみられた第１群第２Ａ類のポジ部
分とネガ部分が反転することで４類へと変化していく。
そのため４類には「止め」がある。この段階から浮線文
が文様施文に使われるようになる。また、第１群第１Ｂ
類では文様帯下端区画が重畳するものがみられる。
　雪ヶ谷貝塚１号住、３号住がこの段階に比定できる。
１～４は第１群第１Ｂ類の土器である。１は２単位波状
口縁の土器で、文様帯上端区画は４条、下端区画は５条
雪ヶ谷貝塚 1号住出土土器
雪ヶ谷貝塚 3号住出土土器
1 2 3
4 5 6
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の爪形紋による横帯区画となっている。文様帯内には弧
線による２次区画が設けられ、短直線もしくは蕨手文
が２次区画内を充填するように施文されている。２は４
単位の波状口縁をもち、横位区画は多段化している。爪
形紋によって１次区画の横帯区画と２次区画の弧線が描
かれ、内部にも弧線が充填施文される。３は平行沈線に
よって１次の横帯区画、２次の弧線による区画が設けら
れ、２次区画内には弧線と縦方向の短直線、「止め」を
もつ蕨手文が充填施文される。４は第１群第１Ｃ類に分
類される。多段構成で、鋸歯状の２次区画が平行沈線に
よって描かれる。５は第１群第２Ｃ類に分類される土器
で、爪形紋によって横帯区画が設けられ、文様帯内には
区画線の接触しない平行沈線による波状文が描かれる。
６は第１群第２Ｄ類に分類される土器で、平行沈線によ
って横線文が描かれる。７～９は文様構成の全体が把握
できないが、浮線紋が使用される土器である。９は口縁
部と頸部、胴下部に梯子状浮線による横帯区画がみられ
る。８は浮線によりおそらく文様帯下端区画と頸部に区
画線が描かれる。９は頸部と胴下部のふくらみの部分に
横帯区画が設けられ、その区画内には横方向の区画線に
接触しない短直線が浮線により描かれている。また、円
形刺突もみられる。
　３号住（第４図下段）も同様の段階に位置づけられ
る。10～12、14は第１群第１Ｂ類に分類される。10は
爪形紋による１次の横帯区画と弧線の２次区画があり、
２次区画内には弧線が充填される。また、２次区画外に
は「止め」をもつ短冊文と長く伸びた木葉文が描かれ
る。11は４単位の波状口縁をもち、爪形紋で１次区画
に接触しない波状文が描かれ、その間にできたスペース
に蕨手文が描かれる。12は多段構成をとり、１段目、
２段目ともに２次区画の弧線を持つ。弧線内には縦方向
の区画線に接する直線が描かれる。14も平行沈線によ
り１次の横帯区画と２次の弧線による区画を持つ。13
は第２群第１Ｃ類に分類され、文様帯区画をもたず、単
沈線により横方向の短直線が複数描かれる。
４－４．第４段階（第５図）
　キャリパー形の器形が成立し、第１群第１Ｂ・Ｃ類、
第２Ｄ類によって構成される。この段階が第４段階に当
たる。第１群第１Ｂ類においても文様帯が２段になる。
第１群第１Ｃ類はさらに多段化が進み、文様帯が２段以
上になる。また、第１群第１Ｃ類は口縁が外反する伝統
的な朝顔形の器形とキャリパー形の器形が存在する。
　前段階で成立した充填文様４類は５類へ変化していく
が、４類の蕨手の先端の「止め」（鈴木敏昭1980）は
残存する。この渦巻化した蕨手状モチーフである５類は
２条から多いものでは５条の浮線文または平行沈線文に
よって描かれるようになる。この段階になると爪形文は
衰える。この段階の爪形文は浮線文や平行沈線文で文様
の描かれる土器の一部に施文されているケースがある。
器形がキャリパー形となり、４単位の波状口縁の波頂部
には獣面把手、もしくは突起がつけられるものがある。
第５図　第４段階の土器
1
藤の台遺跡 2号住出土土器
川島谷遺跡 15 号住出土土器
2 3
4 5
6 7
8
10
11
12
13 14
15 16
1,9,10~12:S=1/8  
2~8,13~16:S=1/4
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　川島谷遺跡群第２地点15号住（第５図上段）がこの
段階に位置づけられる。１は４単位波状口縁のキャリパ
ー形の器形で、平行沈線で口縁部文様帯に２次区画文と
なる弧線文が描かれ、その内部に渦巻文が充填施文さ
れる。波頂部には突起の付いていた痕跡が残る。それ
に伴い、胴部に屈曲をもつ無文の浅鉢が出土している
（９）。また、小破片ではあるが、平行沈線により鋸歯
状文の描かれるものと横線文が描かれるものが出土して
いる（２～８）。
　藤の台遺跡２号住（第５図下段）もこの段階に位置づ
けられるものである。12は４単位波状口縁のキャリパ
ー形の器形を取り、波頂部には獣面把手に類似する突起
が取り付けられる。口頸部文様帯は平行沈線によって区
画され、鋸歯状文による二次区画の後、その間に弧線文
が充填するように施文される。このほかの土器も平行沈
線によって、横帯区画がなされ、弧線文もしくは鋸歯状
文によって２次区画がなされる土器である。
　また、T.N.No753遺跡では、遺構外ではあるがこの段
階の良好な資料が出土している。
４－５．第５段階（第６図） 
　第１群第１Ｂ類では、キャリパー形の土器の口縁部の
内屈により従来、頸部文様帯であったものが内屈部分を
境に分割されるようになる。第１群第１Ｂ類の口縁部の
二つの文様帯に６類の重渦巻文が描かれる。重渦巻文は
前段階でみられた「止め」のある蕨手状のモチーフ（５
類）がさらに渦を巻くようになり成立する。
　第１Ｃ類は前段階で２つの器形が発生したが、キャリ
パー形の第１Ｃ類では、鋸歯状のモチーフを重ねること
によってできる三角形もしくは菱形の区画に「止め」を
もたない４類を充填するものが現れる。これらには口縁
部に突起が取り付けられるものがある。この場合、文様
の単位数とは無関係に４類が描かれる。
　この段階の浮線文の断面は前段階の楕円形に近い形か
らさらに平たい形となる。また、２～４条の浮線、平行
沈線によって文様が描かれるようになり、より文様帯内
に文様が充填されるようになる。
　この段階の資料の出土している遺構としては三矢田
遺跡６号住・10号竪穴状遺構・上池上遺跡２号住、
T.N.No.30遺跡１号住がある。
　三矢田遺跡６号住出土の土器（第６図上段、１）は４
類の充填施文される第１群第１Ｃ類である。口縁部の内
屈するキャリパー形の器形となっている。４類の描かれ
る範囲は口縁部のみで、それより下の文様帯には描かれ
ていない。
　10号竪穴状遺構出土の土器（第６図中段）の大半が
第１群第１Ｃ類となっている。文様帯はすべての土器で
２段以上の構成となっている。２～５は第１群第１Ｃ類
に分類される。鋸歯状区画と鋸歯状区画によって生まれ
る三角形の区画内に蕨手文を充填するものがみられる。
いずれも１条から２条の平行沈線によって描かれてい
る。器形は口縁部の内屈するものとしないものがあり、
それぞれ波状縁（２、３、５）のものと平縁（４）のも
のがある。４は口縁部の内屈する波状縁の波頂部にはボ
タン状の貼付け文が見られる。また、３のように胴部に
屈曲をもつ器形やバケツ形の器形といった諸磯ｂ式で古
い段階から見られる器形も存在しているが、いずれも第
１群第１Ｃ類に分類されるものである。第１群第１Ｃ類
のほか、明確な文様帯・文様モチーフをもたない刺突文
土器（第２群第１Ｃ類）がある。また、ごく少数である
が、第１群第１Ｂ類もみられる。
　上池上遺跡２号住（第６図中段）では重渦巻文の充填
施文される第１群第１Ｂ類と第１Ｃ類が出土している。
６、７は第１群第１Ｂ類で、外反しながら立ち上がり、
口縁部の内屈するキャリパー形の器形をとる。浮線によ
る１次の横帯区画の後、弧線による２次区画が設けら
れ、重渦巻文や弧線が区画内外に描かれる。８は第１群
第１Ｃ類で、緩やかな頸部のくびれをもつ4単位の波状
口縁のキャリパー形の器形をとる。
　T.N.No30遺跡１号住（第６図下段）もこの段階に位
置づけられる。器形の復元できる個体は少なく、第１
群第１Ｃ類に分類される土器と、第１群第２Ｄ類の横
線文のみ描かれる土器が主体で、渦巻文系統の土器に
分別されるものはない。唯一、器形の復元できた個体
は２の土器で、口縁部が若干内湾する大型の鉢形の器形
で、横線文が平行沈線で描かれ、第１群第２Ｄ類に分類
される。類似する土器が神奈川県大井町矢頭遺跡２号住
と神奈川県横浜市舞岡リサーチパーク遺跡１号住から出
土している。神奈川県大井町矢頭遺跡２号住出土の土器
は中２段階前半に位置づけられ、器形は類似してはい
るが、描かれる文様は鋸歯状文となっている（西川・天
野1997）。また、神奈川県横浜市舞岡リサーチパーク
遺跡１号住から出土したものは、ゆるやかに外反しな
がら立ち上り、口縁部がゆるく内湾する器形で横線文
が描かれる（土肥ほか1993）。この土器の類似性から
T.N.No.30遺跡1号住も同様の段階に位置づけられる。
　また、T.N.No30遺跡１号住からは関西系の深鉢も出
土している（９-ａ～９-ｄ）。この土器は、胴部下半で
膨らみ、胴部半ばでくびれたのちに緩やかに外反しなが
ら立ち上がり、口縁部が内屈するキャリパー形の器形を
取る。地紋の羽状縄文の結束部に文様帯横帯区画の梯子
状浮線・八の字状の刻みをもつ浮線が貼り付けられる。
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第６図　第５段階の土器
三矢田遺跡 6号住出土土器 三矢田遺跡 10 号竪穴状遺構出土土器
1
2 3
4
5
上池上遺跡 2号住出土土器
T.N.No30 遺跡１号住出土土器
6
7
8
9-b 9-c
9-d
9-a
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1~3,6~9:S=1/8  
4,5:S=1/4 
口縁部文様帯は残存状態がよくないため不明瞭ではある
が、梯子状浮線によってモチーフが描かれている。口唇
部には几の字状の意匠が描かれる。Ⅱｃ式のなかでも新
しい部分に位置づけられる資料であろう。
４－６．第６段階（第７図）
　第１群第１Ｂ類の土器では体部に文様帯が設けられる
ようになる。口縁部の文様帯には7類が描かれ、体部の
文様帯には７類のほかX字状の文様も描かれていること
がある。７類は渦を巻く「止め」をもった蕨手状のモチ
ーフ２つが組み合わさることで構成されている。
　第６段階になると浮線紋は次第に繊細になっていく。
浮線紋、平行沈線紋がともに繊細になり、数条束で文様
を描く。浮線には鋭い刻み、刺突、節の細かな縄文が施
される。そして、数条の浮線文の間に浮線上に施される
刺突と同様の丸棒状工具による刺突文列や有節平行沈線
文をもつものがみられるようになる。平行沈線紋も同様
に繊細になり、数条束で文様を描くようになる。
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　この段階に位置づけられる住居址としては、三矢田遺
跡７号住や上池上遺跡１号住がある。
　三矢田遺跡７号住（第７図上段）では、第１群第２Ｄ
類と第１群第１Ｃ類が見られる。１は第１群第２Ｄ類の
土器で、口縁部が欠損しているものの、キャリパー形の
器形となると考えられる。集合条線化した平行沈線によ
って横線文が描かれる。２は第１群第１Ｃ類の土器で、
平縁のキャリパー形の器形に平行沈線によって１次の横
帯区画と２次の鋸歯状の区画が描かれる。文様帯は多段
構成をとる。第１群第２Ｄ類の中には“靴先状口縁”とな
り、波頂部にボタン状の貼付けをもつ土器もみられる。
また、口縁部の幅の狭い文様帯に平行沈線によって、縦
方向の短直線を描く土器が存在する。口縁部が短く内屈
する無文の浅鉢も出土している。
　上池上遺跡１号住（第７図下段）では第１Ｂ類、第１
Ｃ類がまとまって出土している。第１Ｂ類では体部文様
帯が発達しており、体部文様帯が２段になっているもの
もある。口縁部の内屈するキャリパー形の器形の第１群
第７図　第６段階の土器
三矢田遺跡 7号住出土土器
1 2
上池上遺跡 1号住出土土器
5
6 7
9
10
11
12
3
4
8
1~12:S=1/8
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半蔵窪遺跡 1号住出土土器
1 2 3 4
1~4:S=1/8
第８図　第７段階の土器
第１Ｂ類や第１Ｃ類、第２Ｄ類がみられる。第１群第
１Ｂ類に分類される土器は３、４、５、６がある。３は
器形が４単位の波状口縁のキャリパー形の土器で浮線に
よる１次の横帯区画によって口縁部の文様帯と胴部の文
様帯が形成される。口縁部文様帯は弧線による２次区画
があり、内部には風車状渦巻文が描かれる。胴部文様帯
は鋸歯状の区画を持ち、その内部に風車状渦巻文が描か
れる。４は口縁部が残存していないが、３と類似する器
形になるものと考えられる。胴部文様帯が多段化してお
り、１段目、２段目ともに弧線の２次区画と風車状渦巻
文が見られる。
　５、６はどちらかも口縁部のみの破片資料である。ど
ちらも波状口縁となっている。６は波頂部に貼付けをも
つ。文様は５、６どちらも横帯区画の後、弧線による２
次区画が設けられ、風車状渦巻文が描かれる。７、８、
11は第１群第１Ｃ類に分類される。いずれも４単位の
波状口縁のキャリパー形の器形である。また、この３個
体はすべて多段構成をとるが、平行沈線が集合沈線化
し、横帯区画がはっきりとしない。６と10は第２群第
１Ｄ類に分類され、平行沈線によって文様が描かれてい
るが横帯区画が見られず、モチーフも不明なものであ
る。12は第２群第２類で無文の土器である。
４－７．第７段階（第８図）
　第７段階になると、第１群第１Ｃ類は文様帯の幅が狭
くなり、７類の文様帯区画への接触する面が増加し、区
画文化する。その結果、第１群第１Ｄ類となる。ただ
し、非常に小型の渦巻文が残存するものもある。また、
この段階では第１群第２Ｄ類が顕著にみられるようにな
る。第１群第１Ｃ類では前段階まででみられたような区
画内への蕨手文の充填は見られなくなる。
　また、浮線紋は減少し、平行沈線紋が中心となってく
る。この段階の平行沈線紋は従来の平行沈線紋よりも幅
が狭いもので、集合条線のようになっている。文様帯区
画が集合条線化した結果、文様帯区画が不明瞭になる。
また、口縁部にボタン状貼付文がみられるようになる。
ボタン状貼付けや矢羽根状のモチーフは諸磯ｃ式にもみ
られるものである。しかしながら、胴部の文様帯が縦方
向ではなく、横方向に展開されるものであるので、諸磯
ｃ式成立直前段階の様相をもつものと理解できる。
　半蔵窪遺跡１号住はこの段階に位置づけられる。１は
第１群第１Ｃ類に分類される。外反しながらまっすぐに
立ち上がる器形となる。口縁部には４単位の貼付け文が
見られる。文様帯は多段構成となっていて、集合条線に
よって１次の横帯区画と矢羽根状に近い鋸歯状の2次区
画が描かれる。２、４は第２群の第２類と第１Ｄ類であ
る。３は第１群第２Ｄ類に分類され、浮線の残存する例
である。２条１組の浮線により横線文が描かれる。
　そのほかには多摩市和田西遺跡1840号遺構があげら
れる。他の段階の土器が混ざり、一括性は高くないが、
この段階の土器がまとまって出土している。第９図20
の土器がこの遺構出土の土器である。深鉢の口縁部分
で、波頂部である。屈曲した口縁部の内側に入り込んだ
部分には７類の風車状渦巻文が描かれ、外側には条線で
縦位の矢羽根のモチーフが描かれる。第１群第１Ｂ類だ
が、第１Ｄ類に近い土器である。
　以上の各段階の様相をまとめると
第１段階（諸磯ａ式）
文様帯：第１Ａ類、第２Ｃ・Ｄ類
充填文様： 充填されない
施文具：爪形紋、平行沈線紋、櫛歯紋
第２段階（諸磯ｂ式古段階）
文様帯：第１Ａ・Ｂ・Ｃ類、第２Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ類
充填文様：１類、２類、３類
施文具：爪形紋、平行沈線紋、浮線紋
第３段階（諸磯ｂ式古段階）
文様帯：第１Ｂ・C類、第２Ｃ・Ｄ類
充填文様：１類、２類、４類
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施文具：爪形紋、平行沈線紋、浮線紋
第４段階（諸磯ｂ式中１段階）
文様帯：第１Ｂ・Ｃ類、第２Ｄ類
充填文様：１類、２類、５類
施文具：爪形紋、平行沈線紋、浮線紋
第５段階（諸磯ｂ式中２段階前半）
文様帯：第１Ｂ・Ｃ類、第２Ｄ類
充填文様：１類、２類、６類
施文具：平行沈線紋、浮線紋
第６段階（諸磯ｂ式中２段階後半）
文様帯：第１Ｂ・Ｃ類、第２Ｄ類、第３類
充填文様：１類、２類、７類
施文具：平行沈線紋、浮線紋
第７段階（諸磯ｂ式新段階）
文様帯：第１Ｃ・Ｄ類、第２Ｄ類、第３類
充填文様：充填されない
施文具：平行沈線紋
となる。カッコ内には松田編年（松田2008）との対応
関係を示した。また、第９図に編年表を示した。
５．“類型” の設定
　第１Ｂ類は全段階を通して１類～７類が充填される。
３～７類は系統的に独立した変遷をたどることのできる
ものであるから、この第１Ｂ類は仮称“蕨手文・渦巻文
類型”とすることが出来る。対して、第１Ｃ類は鋸歯状
の区画をすべての段階を通して維持しており、こちらも
独立した変遷が捉えられるので仮称“鋸歯状文類型”とし
て捉えられる。この“鋸歯状文類型”は先行研究として示
したようにこの地域の地域性として指摘されてきた部分
である。
　“蕨手・渦巻文類型”は、平行沈線紋もしくは爪形紋、
浮線紋によって木葉文の系統上に位置づけられる文様が
描かれる系統であり、この系統の変遷については鈴木徳
雄の論考（鈴木1979）以降、多数の変遷案が提唱され
ている。すなわち、示準的な“類型”である。対して、こ
の地域の土器組成の一端を担っている“鋸歯状文類型”に
ついては岩橋らによって検討されているが、その他でこ
の“類型”を扱ったものはなく、その成立、変遷について
も浮島式の影響によるとされる場合もあり、その編年観
は一致していない。
６．諸磯ａ式の変遷と地域性
　この地域は遺構から出土する諸磯ａ式新段階のメルク
マールとされる木葉文の描かれる土器が極めて少ないの
が特徴である。この地域のこの段階の特徴として、鈴木
編年や松田編年などにあるような諸磯ａ式の古段階と新
段階を明確に分離することが難しい。また、諸磯ａ式
から諸磯ｂ式にかけての出土した木葉文の描かれる土器
の変遷は内陸部と異なり、区画文と分離したまま残存す
ることがすでに鈴木徳雄により指摘されている（鈴木
1996）。この時期の地域差の生成は東関東における浮
島式の分離と時期を同じくするものであるが、その後の
変遷については「南関東では再び内陸部と連動するよう
な交渉関係の再編成の方向性」をもって変遷していくと
している（鈴木前掲）。しかしながら、諸磯ｂ式期にな
っても、出土土器の組成の主体を占めているのは“鋸歯
状文類型”であり、“蕨手・渦巻文類型”は主体とならな
い。これは内陸部とは全く異なる様相である。したがっ
て、諸磯ａ式の後半においてこの時に生まれた地域差が
諸磯ａ式における、すでに先行研究で指摘されてきたよ
うな地域差につながっていくと考えられる。
７． “類型” の変遷と分布
　諸磯ｂ式においてみられる鋸歯状文は、諸磯ａ式にお
いて存在した波状文や鋸歯状文が渦巻文系統における変
化と同様に文様帯区画文に癒着することによって成立す
る。この時、波状文の施文される土器には波状文・横線
文が交互に描かれるような土器があり、このような土
器に癒着していくことから、第２段階・第３段階におい
て、“蕨手・渦巻文類型”に先行して“鋸歯状文類型”で文
様帯の多段化が起こると考えられる。そのようにして、
鋸歯状文は次第に多段化していく。数は少なくなるが複
合化するもの、重層化するものも存在する（２）。第２段
階は、基本は単段構成で、弧線と組み合わされたもの、
重層化し菱形を構成するものも存在する。第３段階にな
ると蕨手文・渦巻文類型に先行して多段構成のものが見
られるようになる。第４段階以降は渦巻文系と同様の文
様帯の変化をたどっていく。第４段階では文様帯が３段
構成のものなどがみられる。第５段階になると、鋸歯
状文によって生まれた三角形の区画内に蕨手状のモチー
フを充填施文する土器が出現する。蕨手状のモチーフが
充填施文される土器は口縁部が内湾する器形をとる。ま
た、口縁部は平縁であるが、４単位の突起が取り付けら
れるものがある。蕨手状のモチーフが充填施文されない
土器は胴部から口縁部まで直立する円筒形の器形から変
化しない。第７段階になると、この地域では横線文が描
かれる土器が主体となり、“鋸歯状文類型”は減少する。
　この“鋸歯状文類型”は浮島式との関係性がその文様や
器形から想起されるところである（３）が、この“鋸歯状
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文類型”は諸磯ｂ式の最も古い部分よりみられるもので
あり、系統的に変遷をたどることが出来る。第２段階
に併行する浮島式はまだ鋸歯状文をもつ段階（４）ではな
い。また、浮島式、諸磯式ともに文様帯を横位に分帯す
る文様構成が基本となる（５）が、多段構成は諸磯式独自
のもので浮島式では見られない。独自に系統をたどる
ことが出来、独自の文様構成をとるため、この“鋸歯状
文類型”は諸磯式内部で独自に変遷していく“類型”であ
り、浮島式の影響を受け成立しているものではないと言
える（６）。
　「木葉文系土器」は浮線紋や平行沈線紋によって木の
葉文から系統をたどることのできる文様すなわち渦巻文
の描かれる土器群を指す。「非木の葉文系土器」はそれ
以外、すなわち鋸歯状文の描かれる土器群を指してい
る。「非木の葉文系土器」の“鋸歯状文類型”は分布の中
心を多摩丘陵に持つことが岩橋により指摘されている。
この“鋸歯状文類型”の分布は諸磯式土器分布圏の内、静
岡県東部までの太平洋沿岸地域に分布している。例え
ば、静岡県東伊豆町中峯遺跡（勝又1997）では縄文時
代前期の包含層からまとまって諸磯ｂ式が出土している
が、その大半が平行沈線によって描かれる“鋸歯状文類
型”である。他にも、山梨県東八代郡御坂町・八代町花
鳥山遺跡４号住などからも出土している。
　内陸部と沿岸部どちらでも出土する“蕨手・渦巻文類
型”は可児通宏の「広域分布型」土器群にあたるもので
ある。対して、鋸歯状文類型は一定の分布範囲を有する
ものであるが、“蕨手・渦巻文類型”と比較して分布圏は
狭いものである。しかしながら“鋸歯状文類型”は文様が
描かれ、粗製土器とすることはできず、主体を占める遺
跡もある。また、ほかに粗製土器と言われるような、櫛
歯状工具や安孫子の指摘したヘラ状工具による刺突文を
もつ土器などが存在している。この土器は“鋸歯状文類
型”とは異なり、静岡県などでは確認できていない。し
たがって、“鋸歯状文類型”は「局地分布型」と「広域分
布型」の二つの中間的様相をもつものとして捉えること
が出来る。したがって、今回検討した、多摩川流域にお
いては「広域分布型」と「局地分布型」、そして中間的
なもの（以下“中間型”と仮称する）によって土器組成が
構成されていると捉えられる。
８．“類型” 間の関係
 　“鋸歯状文類型”のなかには鋸歯状文によって生まれ
た三角形もしくは菱形の区画内に蕨手文を充填施文する
ものが見られる。このような土器は先述した三矢田遺跡
例のほか、神奈川県茅ケ崎貝塚や北川貝塚などで出土し
ている。これらの土器群は横位区画に依存した三角形も
しくは菱形の２次区画内に蕨手文を充填施文する土器群
で、文様帯は多段構成をとる。このような土器群が見ら
れるのは第５段階と第６段階である。それ以前の段階に
おいては、若干であるが、鋸歯状の２次区画と弧線の２
次区画を合わせ持つ個体が存在する。しかしながら、鋸
歯状の２次区画内に蕨手文や渦巻文が充填施文されるこ
とはない。また、第７段階においては“鋸歯状文類型”自
体が減少するため、この土器群もみられなくなる。
　この土器群の出現は「広域分布型」である“蕨手文・
渦巻文類型”の文様が“中間型”である“鋸歯状文類型“に
取り入れられるということであり、「広域分布型」と
“中間型”との間の関係性が変容したと捉えられる。
おわりに
　今回、多摩川流域とその周辺地域の前期後葉の住居址
を集成し、住居一括資料をもとに諸磯ａ式から諸磯ｂ式
までの変遷を検討し、諸磯ａ式から諸磯ｂ式を7段階に
細分した。また、諸磯ｂ式に蕨手文・渦巻文類型と鋸歯
状文類型の２つを設定した。蕨手・渦巻文“類型”は「広
域分布型」であり、鋸歯状文“類型”は「広域分布型」と
「極値分布型」との中間的な様相を示すものであった。
鋸歯状文“類型”は蕨手・渦巻文“類型”とは異なる製作シ
ステムを背景に持つものと考えられるものであり、それ
は一定地域に広がっている。しかしながら、蕨手・渦巻
文“類型”の分布域より狭い。このことは鋸歯状文“類型”
が蕨手・渦巻文“類型”によって他の地域と統合されてい
るという様相を想起させるものである。また、その“類
型”間の関係性は一定ではなく、変動していると考えら
れる。　
　他の地域の検討をしていない今、この“類型”間の関係
を明確に示すことはできないが、この三者のよって構成
される組成は土器を保有していた集団の規模や集団の移
動―すなわち生活領域、地域間の交渉により形成される
ものであると考えられる。この時、集団の地域間での交
渉は釈迦堂Z３式や北白川下層Ⅱｃ式の伴出から、型式
の分布域を超えるものであったことは明らかである。
　今後、このほかの地域においてもと「局地分布型」や
中間的なものにあたる類型を抽出していくことで、当時
の生活領域と地域間の交渉を復元していくことが出来る
と考えられる。また、鋸歯状文“類型”が分布する太平洋
沿岸地域は群馬県や埼玉県のような諸磯式と北白川下層
式との関係性とは異なる様相が予想されるものであるか
ら、今後は鋸歯状“類型”の分布する太平洋沿岸地域にお
ける地域間の交渉について検討していく。
20
遡 航 　第36号
註
（１） ここでいう“類型”とは、一般に使われている分類
単位としての類型ではなく、鈴木徳雄による定義
（鈴木2008）に従った。“類型”とは、他の土器群
とは独立して系統的に変遷する土器のまとまりの
ことであり、系統的な変化をする土器群相互を比
較することによって認識される。
（２） “多段化”、“複合化”、“重層化”という用語について
は岩橋の定義（岩橋ほか1992）に依った。文様を
横位に区画して重ねる方向性を“多段化”、異なる文
様を重ねる方向性を“複合化”、横位区画がなされず
に文様が重ねられる方向性を“重層化”としている。
（３） 高橋清文が第29回の縄文セミナーにおいて「大膳
野南類型」を提唱した際にあげた大膳野南貝塚出
土土器もこのような土器である（高橋2016）。
高橋は「大膳野南類型」について、「大膳野南遺
跡出土例を指標とする。器形は諸磯ｂ式で、口縁
部が内湾ないしキャリパー状を呈する。文様は平
行沈線紋が主体で、地紋がないことが特徴であ
る。浮島Ⅱ式から浮島Ⅲ式期に見受けられ、浮島
Ⅲ式期になると、茶屋類型のような浮島式の文様
が採用されている。分布は東関東地方でも東京湾
側に多い。」とまとめている。この記述からわか
るように高橋はこの「大膳野南類型」を浮島式に
含まれる類型として捉えている。また、高橋はこ
の「大膳野南類型」の文様を描く東海系の土器が
岐阜県御望遺跡から出土していることを指摘し、
「大膳野南類型」についても、東海地域との型式
間交渉が存在していたとした。これに対して、松
田光太郎は南関東西部の土器群ではないかという
指摘をしている （註４）。松田のコメント部分に
ついては鈴木徳雄の論文にまとめられている（鈴
木2016）。
（４） 浮島式・興津式の細別と諸磯式土器との併行関係
に関しては松田光太郎による細別案（松田1993; 
1995）を採用した。その併行関係は
 浮島Ⅰａ式―諸磯ａ式新段階
 浮島Ⅰｂ式―諸磯ｂ式古段階～中段階
 浮島Ⅱ式―諸磯ｂ式中段階
 浮島Ⅲ式―諸磯ｂ式中段階
 興津Ⅰ式―諸磯ｂ式新段階
 とされている。
（５） 諸磯ｂ式土器と浮島式の施文構造については鈴
木敏昭によって詳細に分析されている（鈴木敏
1984）。そこでは、浮島式の施文構造は横位の分
帯が主であり、縦位の分割構造については意識さ
れていない。また、茶屋遺跡出土の諸磯ｂ式土器
についても、浮島式と同様に横位の分帯が主であ
り、縦位の分割構造は確認されなかったとしてい
る。
（６） 浮島式の影響を受けている土器群も存在する。鈴
木徳雄は、茶屋遺跡出土の諸磯ｂ式を標式資料と
し「茶屋類型」を提唱している（鈴木1996）。 
利根川流域を中心とした北東関東分布する土器群
である「茶屋類型」は、頸部にくびれを持ち、口
縁部の外反する朝顔形の器形で、口縁部から胴部
上半にかけて１帯の文様帯を持つ。文様帯は複数
条の平行沈線紋によって区画され、その区画内に
は同様の施文手法によって菱形の区画が描出され
る。この菱形の区画内には蕨手文などが充填施文
される。
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